





The contribution of Kanzu-composition to the local communities






































　学習者は A 中学校 3 年生 8 名である。A 中学校は小








































図に名前をつけている。図 1 ～ 3 は「うさぎの畑」とよ
んでいる一連の絵図である。これらの絵図は，順不同で
用いることもできる。しかし，今回は図 1，図 2，図 3
の順番で用いた。
看図作文授業の構成













































































































































































































































































































































































































　2016 年 1 月に，今金町の副町長と町議会議員が研究
看図作文による地域貢献
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打ち合わせのため福岡女学院大学に足を運んでくれた。
副町長は前教育長として，「読書と作文のまちづくり」
活動を牽引してきた。町議会議員は，議員になってから
も，なる前も，「読書と作文のまちづくりワーキングチー
ム」の代表として，活動を推進している。町議会では，
産業教育常任委員としても活動している。この 2 人に，
鈴木の実践をつないだ。保育所職員が指摘している改善
点を改善しながら，今金町でもこの実践を発展させてい
くことになっている。
　最後に，本実践を担当した鈴木の「ふりかえり」を引
用して本稿の結語としたい。
　単元学習でも感じるのは，単発で「読むこと」「書く
こと」を学習するより，その先に何かもう一つ別の目的
があり，それにつながる「読むこと」や「書くこと」の
活動をすると，意欲や効果が上がることである。
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